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Vol.２９ 

 ■日 時：１２月２１日（水）１９：００～２１：００ ■テーマ： 同友会と共に四半世紀  

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加 ■話題提供者：一般社団法人北海道中小企業家同友会   

                                               とかち事務所事務局長 佐々木 靖俊 氏  

 ■日 時：１２月８日(木)１９：００～２１：００  ■テーマ：各地の旬の食材、価格について  

 ■会 場：旬丸亀  ■話題提供者：旬丸亀 店主 西村 京子 氏  
終了 

 ■日 時：１２月１５日（木）１９：００～２１：００ ■テーマ：社員が「幸せ・ゆとり・豊かさを味わえる」会社を目指して 

 ■会 場：とかち館またはZOOMでの参加 ■話題提供者：（株）アイワード 代表取締役社長 奥山 敏康 氏  

第1G 

第4G 

第3G 

第2G 

 ■日 時：１２月１４日（水）１９：００～２１：００  ■テーマ：パートナーである私のこれまでと今とこれからと    

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加   ■話題提供者：（株）カンナ・カンナ  代表取締役  三浦 直美 氏 

 ■日 時：調整中 ■会 場：調整中  

 ■テーマ：調整中 

 ■日 時：１２月２２日（木）１９：００～２１：００ ■テーマ：自社のマーケティングの目的と課題の共有（なぜやるのか？）  

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加 ■話題提供者：参加者全員  

 ■日 時：１２月２０日（火）１９：００～２１：００  ■テーマ：各プロジェクトの進捗状況 

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加   ■話題提供者：参加者全員             

第5G 

第8G 

第7G 

第6G 

＜第１グループ＞『侃々諤々』グループ   記 録：尾藤氏 
■日 時：１１月１６日（水）１９：００～２１：００   
■場 所：同友会会議室またはZOOMでの参加      
■参加者：１１名 
■テーマ：経営者としての私 障害者としての私  
     ～障害がありながらの農業経営～ 
■話題提供者：関口農場 代表 関口 孝典 氏 
   
【感想・報告】 
 関口様は、大学時代コンビニバイトで夜昼逆転する生活を過ごし、仕

事に対する責任感等によるストレスから統合失調症を発病されたそうで

す。  

 症状としては、幻聴・妄想・記憶喪失・完全治癒のない病気だそうで

す。病気を発病し諦めていた事をご両親、大勢の方の理解の中、結婚・

お子さんの誕生・家を建て、30代にはお父さんから農業を継承したとの

事です。とても奥様との出会いを感謝されていました。 

 関口様はとても勉強熱心で、中国古典書を読まれているとの事でし

た。特に安岡正篤などだそうです。「人こそすべて」「60点主義」「晴耕

雨読」「喜神を含む」「感謝の念を持つ」「陰徳を積む」を日々大切にして

いるとの事です。 

 普段より家庭内・周りに対し

「感謝」されているので、お話

の中に数多くの「感謝」と言う

言葉を使用されたように感じら

れました。 

 病気になった事により、多く

の気づきを得る事が出来、「人間

生きていれば何でもできる」と

力強い言葉で皆さんに語られて

いました。 
 

■拓の会例会報告（１１月） 

＜第２グループ＞             記 録：松田氏 
『多様な労働環境・働き方を知り、考え、学びあう』グループ       
■日 時：１１月３０日（水）１９：００～２１：００ 
■場 所：同友会会議室またはZOOMでの参加  
■参加者：８名 
■テーマ：「知りたい、聞きたい、伝えたい」  
～学生たちの働くことへの意識や考えを聞いてみませんか？  
■話題提供者：帯広大谷短期大学 事務局キャリア支援センター  
             佐々木 理 氏 ・ 山口 智奈津 氏    
【感想・報告】 

 今回は昨年の１０月例会以降より
開催を希望していた「今の学生さん
達が就職に対してどういった考えを
持っているのか」という事を、先生

だけではなく、実際に学生さんにも
ご参加頂き、大変貴重なお話を聞く
ことのできる機会となりました。 
 まず感じた事は、私が学生だった
頃より具体的に将来の事を考えてい
る事に驚きました。給料が高い、休
みが多いという理由ではなく、一人

暮らしをする為にはどの位の収入が必要か、給料や休みなどよりもやり
がいがあるかなどで判断をしているとの事でした。 
 キャリアセンターの先生からは、必ず実習をしてもらってから就職先
を決めてもらう事にしているようですが、実習よりも１日体験アルバイ
トなどの方が企業の様子も知れ、学生さんにも実入りがあるので学生さ
んにも薦めやすいというお話を頂きました。 

 その他、求人を出す場合は企業の売りにしている箇所を強調した方が
良いという事や、今の若者はやはりテレビはあまり見ない、そもそも部
屋にテレビが無い、多くの学生は年内には内定をもらっている事など、
知らなかった情報が沢山あり非常に勉強になる会になりました。 

発行日：２０２２年１２月１２日 

 ■日 時：１２月１６日（金）１９：００～２１：００ ■テーマ：誰でもできる財務目標の立て方 ～ストラック図を作ろう～ 

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加 ■話題提供者：（有）裕信電気 代表取締役 牧野 裕一 氏  



＜第３グループ＞『とかちの魅力を考える会 』グループ                     
      記 録：津田氏  
■日 時：１１月１７日（木）１９：０0～２１：００   
■場 所：旬菜酒肴 一献   
■参加者：６名 
■テーマ：一念発起で飲食店の開業へ 
■話題提供者：旬菜酒肴 一献 船迫 郷子 氏 
   
【感想・報告】 
 船迫氏は6年ほど前に前職の

建築関係の事務職を退職なさ

り、経験のない飲食店を一人で

開業されたとの事です。 

 スタッフを一切雇わずご自身

で仕入れから調理、提供まで全

てやられている事やそのチャレ

ンジ精神には感服しました。

「料理が好きで始めたんだ」と

いうお話が印象的でしたが、本当に好きでやられているんだなという印

象を受けました。 

 清水町の卵や椎茸など、その日使った地元の食材も教えていただきま

した。問屋さんだけに頼らず市場などへ赴き、自分の目で見て買い出し

もされるとの事です。 

 現在はコロナ禍もあって、予約が入った時だけお店を営業されている

との事ですが、客層はご年配の方が多いとの事で落ち着いたお店の雰囲

気と女将さんの会話を目当てに一杯飲みに来られる方が多いんだろうな

と思います。積極的な宣伝などもしていらっしゃらないですので、予約

が必須です。焦らずマイペースで働かれている姿が良かったと思いま

す。 

一般社団法人北海道中小企業家同友会とかち支部 学び合い活動推進委員会 
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発行日：２０２２年１２月１２日 

■拓の会例会報告（１１月） 

＜第４グループ＞『会計・財務の超初級』グループ 
          記 録：井上氏  
■日 時：１１月１１日（金）１９：００～２１：００   
■場 所：同友会会議室   
■参加者：７名 
■テーマ：この間の簿記講座等の復習 
■話題提供者：参加者全員 
   
【感想・報告】 
 10月の例会と同じメンバーでスタートしました。 

 城戸先生が作成したテキスト内の問題を、仕訳・Tフォームへ転記・合

計試算表・残高試算表に各人が記入し答え合わせを行いました。ここでの

重要なポイントは、お金と数字の流れを理解することと、何故その答えに

なったのか？を皆で確認しあうことです。限られた時間の中で財務(簿記)

を学ぼうとするとどうしても話が一方通行になりがちで、一度聞き逃した

り、会を欠席したりすると中々取り戻すことができず結局途中で挫折して

しまいます(私自身の実体験か

ら)。 

 今まで知らなかったことを理解

するには時間がかかります。です

ので何回もしつこいくらいに丁寧

に実践反復する機会をつくること

は、非常に大切なことと改めて気

付かせてくれました。 

 ひとりも取り残さない学びの

場・・・簡単なようで難しいで

す。 

＜第５グループ＞『障がいの特性を学ぶ 』グループ 
       記 録：及川氏  
■日 時：１１月１０日（水）１９：００～２１：0０   
■場 所：とかち館またはZOOMでの参加 
■参加者：８名 
■テーマ：高齢者・障がいのある方と協働・共生する商店街 
     づくり ～帯広電信通り商店街 活性化の軌跡～  
■話題提供者：（有）アドサイン 会長 長谷 渉 氏  
   
【感想・報告】 
 この度は、長谷氏が取り組む帯広

電信通り商店街の取り組みについて

の事例をお話していただきました。  

障害や高齢者も含めた共生社会の構

築を念頭に考えると、新規起業や若

手世代の成長応援などにもつながっ

たり、コミュニティが活性化するこ

とで人の流れ、経済の流れなどを生

むことがわかりました。 

 共生・共働についてのグループ討

論でも、いろいろな視点での活動を考えることを気づかせてもらえた貴

重な時間となりました。 
           

＜第6グループ＞『電子書籍』グループ 
      記 録：高橋 氏  
■日 時：１１月１７日（木）１９：００～２１：００ 
■場 所：同友会会議室またはZOOMでの参加  
■参加者：６名 
■テーマ：①電子書籍グループの歩み 
     ②それぞれが作る電子書籍の作り方 
■話題提供者：①（株）クナウパブリッシング  
            代表取締役社長 高原 淳 氏 
       ②参加者全員 
          
【感想・報告】 
 はじめに２０２０年からの電子書籍グループの歩みの説明が高原社長よ

りあり、その中で生まれ今、クナウパブリッシングとザ本屋さんで共同出

版する企画「十勝、帯広の昭和」の写真集の話へと移っていきました。 

 その後、高原社長主導で「それぞれが作る電子書籍の作り方」という

テーマで作り方の説明を聞かせていただきました。その中でポイントは、

電子書籍を作ること自体は簡単だということと、電子書籍はマーケティン

グツールとしても使えるということでした。 

 実際に作り方を聞くと、手軽に作れるものだと感じました。とくに今回

は文章がある小説ではなく写真集の電子書籍の説明だったので、PDF化し

それを組み込むだけということで電子書籍のインフラが整い、誰でも簡単

に作れることを実感しました。 

 マーケティングツールとしてということも、QRコードを貼ってGoogle

フォームにとばしアンケートを採り、顧客データを集め見込み客を作って

いくというのも電子書籍ならではの活用方法だと思いました。 

 このように電子書籍は簡単に作れ、マーケティングツールとしても使え

るということは、将来的に多くの企業が活用して行くという未来が見えて

きた例会でした。 



＜第7グループ＞『LiveCommerce 』グループ 
      記 録：河村氏  
■日 時：１１月２２日（火）９：30～１１：００ 
■場 所：北広牧場  
■参加者：３名 
 
■テーマ：北広牧場【新得】なつぞらの舞台で搾られる牛乳は  
     どんな味がするのか？  
 
【感想・報告】 
 新得町北広牧場の若杉専務取締

役と奥様に出演していただきまし

た。 

 北広牧場は、連続テレビ小説な

つぞらの舞台になった牧場です。

元々4件の酪農家が統合した経営

なので、牛の世話もそれぞれのス

タイルで、従業員は混乱をしてい

た時期があったそうです。これで

は良くないと経営指針を「牛も人

も幸せに」と定め、皆が働きやす

い環境を作るにはどうしたら良い

か話し合いました。 

 今では、人が幸せになったら牛が健康になって、そしてまた、人が幸

せになると言う良い循環になっているとの事です。 

 十勝の乳酸菌で作ったヨーグルトはとても濃厚で、滑らか。甘いなが

らもすっきりとした後味でした。この味わいを作る為に、何度も製造工

程を見直し試行錯誤を繰り返したそうです。 

 他にはない、個性がありながら、みんなが好意的に感じるポイントを

ちゃんと突いているなと感じました。 

＜第8グループ＞『ウェブマーケティング 』グループ 
      記 録：岡田氏  
■日 時：１１月１６日（水）１９：００～２１：００ 
■場 所：同友会会議室またはZOOMでの参加  
■参加者：７名 
■テーマ：マーケティングの基礎のお話とTikTokなどの効果評

価等の意見交換 
■話題提供者：参加者全員 
 
【感想・報告】 
 今回の前半は、これまでの活動のまとめとして、マーケティングの基

本を坂口さんの「ここだけレクチャー」を交えながらみんなで学び合い

ました。 

 各自、今までの活動を、振り返りながら、整理することが出来、とて

も有意義な時間でした。PDCAの「C」の大切さを改めて実感しまし

た。 

 後半は、フレームワークのマン

ダラチャートを使って、メンバー

数人の実際のビジネスを再考する

ワークをしました。オンラインの

特性を活かすことが出来、話も盛

り上がりった実践的な時間でし

た。 

 ウェブマーケティングの範囲は

広いですが、各自のそれぞれの課

題をクリアに出来るような参加型

の会も楽しいと思いました。 
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発行日：２０２２年１２月１２日 

■拓の会例会報告（１１月） 

右のＱＲコードを読み取ると 

YouTubeチャンネルが見れます 


